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ABSTRACT 

In order to know whether element conversion really occurs in a natural condition or noto 

we have carried out very careful research on the elements produced by the arc discharge bet-

ween carbon-carbon electrode in water. The gaseous materials produced were carefully analyzed 

by gas chromatography， the resu1t of which evidently showed the formation of N2 and O2・ The

larger supplied voltage produced the larger amount of both N2 and O2• 

元素転換の可能性を追求するため，水中での炭素電 者に詳しい。小牧は微生物学レベノレでの生物学的元素

極間アーク放電を実施し，生成する気体をガスクロマ 変換を報告(3，4，5)している。著者の一人である

トグラフで調べた結果，窒素および酸素が生成してお 小田切は元素転換についての新しい理論を展開してい

り，炭素の窒素および酸素への転換の可能性が示され る(6，7，8)。乙れらは何れも低温核融合であり，

た。 Pons& Fleischmanおよび Jonesらの先駆けとなる

地球上には軽い元素が多く，重い元素は少ない。星 ものである。

間物質は殆ど水素であると言われている。乙の事は軽 著者等は前報(9 )に引きつづいて，水中での炭素

い元素が自然の条件の中でより重い元素に転換するの 電極聞のアーク放電を行ない，元素転換の可能性を追

ではないか，との疑問を抱かせる。 求する乙とを目的とした。今回は気体生成物について

KELVRANは生体による原子転換(1)，自然の中 ガスクロマトグラフにより検討した。

の原子転換(2) を多くの観察・観測結果にもとづき 実験は Fig.1 Iと示したような実験装置を用いた。

論じている。この中で N，C，Oの関係については前 容器は11のセパラプノレフラスコを利用したものであ
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らにアノレカリ性 KMn04液 (O.lgjl)から再々蒸留

し， さらに約700
0

Cの電熱管状炉を通して蒸留したも

のを，イオン交換樹脂(アンパーライト〉を通して精

製して使用した。容器内雰囲気をヘリウムで置換する

前に，容器全体を超音波洗浄器に入れ，容器内を 150

mmHg程度に減圧して，超音波を約30分間かけ，水

中に溶存している空気を殆ど追い出した後ヘリウム置

換した。この場合も容器内を約 200mmHgに減圧した

後ヘリウムを送り込み一気圧とする操作を， 30回繰り

返した。放電5分間毎に容器内ガスをサンプリング

し，その O.lmlをガスクロマトグラフにかけた。

ガスクロマトグラフは， Porapak Q および Mole-

cular Sieve 5Aを用い，カラム長さ 1m，カラム温度

400Cとし，キャリアーガスにヘリウムを用いた0 0 Po-

rapak Qでは CO2を，Molecular Sieve 5Aでは

H2' O2， N2および COを検出した。 Fig.3に 15V

で放電した時のガスクロマトグラムを示す。また，

Table 1， 2， 3にこれらのガスクロマトグラフの結果

から，検量線法により求めた気体の生成量を，それぞ
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Fig. 1 Apparatus for discharge experiment 
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Fig. 2 DetaHed view of electrode holder 

れ印加電圧別に示した。

Table 1では水素の生成は全くみられず， CO2， O2， 

CO中の酸素は水の電解によるものでは無いことが明

らかに示された。これらの表中の全酸素の生成モノレ数

を計算し，水素および窒素との比をみると， Hd02 

比は， 30分放電時で比較するとそれぞれ 0，0.896， 

1.842であり，印加電圧の低い程 O2の割合が大きく

なり，水の分解に起因する割合 (2.0)よりも小さい。

また，同様に OdN2の比は，それぞれo.397， 1. 209 ， 

2.319であり，空気の組成 (0.26) より大きく，空気

の混入は考えられない。したがって，水中での炭素電

極聞でのアーク放電により酸素および窒素の生成した

ととは明らかであり，炭素の窒素および酸素への転換
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る。図中の①は試料採取口，②は水の電気分解lとより，

生成が予想される H2 と O2 を再結合させるための

ヒーター，③は容器内雰囲気をヘリウム置換するため

の連結口，④は水中放電を行なわせる反応容器，⑤は

反応容器を外気と遮断するための水封装置，@は水封

装置の水の反応容恐への逆流を防ぐための安全瓶であ

る。電極部は Fig.2にその詳細を示したように完全

に気密性を保てるようにした。放電は手動により，電

極間距離を調節して行なったので，必ずしも定常状態

の放電が行なわれたわけではないが，印加電圧は， 10 

V，15V，および 20Vで行なった。乙のときの電流は

それぞれ約 20A，30A; 40Aであった。水は普通の

蒸留水の酸性 KMn04液(1gj 1)から再蒸留し，さ
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Fig. 3 Gas chromatogram of the cover gas before & after discharge 

。

の可能性が極めて高い乙とが示された。

Table 1， 2. 3からは印加電圧が大きい程，すなわ

ち加えるエネJレギーの大きい程酸素，窒素ともその生

成量が多くなる乙とが判った。
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献文

Table 1 Quantity of the gaseous products by 
10V discharge 

discharge quantity of the products (x10-7mol) 
time 

CO2 I H2 I (min) 

10 0.027 。0.007 0.168 。
20 0.040 。0.005 0.263 0.098 

30 0.071 。0.038 0.494 0.174 

40 0.091 。0.034 0.564 0.263 

50 0.115 。0.064 0.748 0.355 

60 0.155 。0.113 1.025 0.386 

Table 2 Quantity of the gaseous products by 
15V discharge 
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Table 3 Quantity of the gaseous products by 
20Y discharge 
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